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          高松市北浜町 8－25 

          TEL 087-825-0350 

          FAX 087-851-0699 ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連    

人と魚と海のネットワーク 

香川県漁連ホー香川県漁連ホー香川県漁連ホー香川県漁連ホームページムページムページムページ    
http://www.jf-net.ne.jp/kagyoren/ 

 

 

 

香川県漁連平成２２年度第１回臨時総会が、８月

１１日（水）漁連会館５階中会議室にて開催された。

本臨時総会は、渡り理事、増子監事の辞職に伴い役

員補欠選任に関し開催されたもので、服部会長の開

会挨拶のあと、議長に小田漁協松岡組合長を選任し

議事が進行され、上程された議案は全て承認された。 

 選任された理事、監事は下記の通り。 

 

理事 宮地利博 （土庄中央漁協組合長） 

監事 谷口 靖 （北 浦 漁 協 組 合 長 ） 

 

組合長の挨拶で始まり、下関市立大学経済学部准教

授森 邦恵氏による「魚類養殖のミクロ経済分析につ

いて」、に続いて（社）日本飼料協会中村 烈氏によ

る「水産飼料の諸情勢について」の講演が行われた。 

 

森森森森    邦恵氏による邦恵氏による邦恵氏による邦恵氏による講演講演講演講演    
 

 

 香川県かん水養殖漁業協同組合は８月１７日（火）

漁連会館６階大会議室で第４７回通常総会を開催し

た。嶋野組合長挨拶のあと、来賓として県水産課濱

本課長、県漁連服部会長の挨拶があった。 

 

挨拶する嶋野組合長挨拶する嶋野組合長挨拶する嶋野組合長挨拶する嶋野組合長    

 牟礼漁協平田 孝氏を議長に選任し、上程された７

議案は全て原案通り可決承認された。 

また総会終了後、「魚類養殖の経済分析と飼料の

諸情勢に関する研修会」が開催された。この研修会

は毎年開催されており、養殖技術の研鑽を図る有意

義な会となっている。 

 会は主催者の香川県かん水養殖漁業協同組合嶋野 

 
 

去る８月６日、香川県立ミュージアムにて、㈳香

川県水産振興協会協賛のお魚学習会「イリコモンス

ターを探せ！」が開催された。 

イリコモンスターとは、カタクチイワシを茹でて

干したイリコの中にタチウオやサバ、イカなどの稚

魚が混ざっており、それらの総称のことである。 

 

益井氏の解説益井氏の解説益井氏の解説益井氏の解説    

まず始めに県水産課益井氏の解説の下、香川の漁

業についてのビデオ学習が行われた。内容は、四季 
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  それぞれの香川県で獲れる旬の魚の紹介やその魚を

獲るための漁法についてで、参加した小学生とその

保護者たちは解説に耳を傾けながら熱心にビデオを

見ていた。 

その後、イリコの原料であるカタクチイワシを獲

る漁法やイリコの製造過程などの説明を聞いた後、

各々に配布されたイリコの中から、イリコモンスタ

ーの選別体験を行った。今回のイリコの中にはヒイ

ラギやテンジクダイの稚魚などが多く入っており、

中にはイカの稚魚を見つけた小学生もいた。 

最後にイリコ飯などのイリコを使った料理につい

ての説明があり、お魚学習会は盛況のうちに幕を閉

じた。 

 

イイイイリモンリモンリモンリモンを探せを探せを探せを探せ    

高・大学校・専門学校の生徒 

③ 浜料理の部：漁業関係推薦の方（各県シー

フードステーションに申し込むこと） 

④ 超お手軽お魚料理の部：どなたでも応募可

能 

一、｢審 査 員｣ 

   服部幸應氏（学校法人服部学園 理事長） 

他７名 

一、｢審 査｣ 

   第一次審査：書類審査により各部門８名以内

の入選者を選定します。 

（入選者には平成２２年１０月末までに連絡

があります。） 

   第二次審査：一次審査入選者による実技審査 

を行い、（平成２２年１１月２８日（日）に 

服部栄養専門学校において開催）、受賞作品が 

決定。 

一、｢表 彰｣ 

   平成２２年１１月２８日（日） 

   農林水産大臣賞＋副賞 １作品 

   部門別賞＋副賞 

① 水産庁長官賞 １作品 

② 大日本水産会会長賞 １作品 

③ NHK会長賞 １作品 

④ 他各賞を予定 

一、｢応 募 締 切｣ 

 ９月２４日（金）当日必着 

一、｢申込及び問合せ先｣ 

〒101－8503 東京都千代田区内神田 1－1－

12 

コープビル JF全漁連・中央シーフードセンタ

ー内｢第１１回シーフード料理コンクール｣係 

TEL０３－３２９４－９６７１ 

FAX０３－３２９４－３３４７ 

ホームページアドレス 

http://www.zengyoren.or.jp 

 

 

ＪＦ全漁連・中央シーフードセンターは、今年で

１１回を迎えるシーフード料理コンクールの作品募

集を開始しました。今回のテーマは｢おすすめ！自慢

のお魚料理｣ということで、みんながおうちで作りた

くなる、自慢のオリジナルレシピを募集しています。 

一、｢応 募 条 件｣ 

① 日常、店頭で手に入る国産魚介藻類（魚、

貝、海藻等）が主材料として使われるこ

と。副材料として、緑黄色野菜が使われ

ていること。 

② 材料費は３，０００円以内（４人分） 

③ 調理時間５０分以内（下ごしらえの時間

含む） 

超お手軽お魚料理部門は２５分以内 

一、｢部門及び応募資格｣ 

①プロを目指す学生の部：調理師専門学校・

高等学校調理科で専門的に勉強している学

生 

②一般学生の部：①以外の学生 小・中・ 

 

 

 

９月 ７日(火)おさかな大使（仮称）審査会 

   ７日(火)さぬき海の幸販売促進協議

会（仮称）第１回会議 

１３日(月)漁連理事会 
 

 


